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   ┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 
   ☆LCAF（エルカフ）通信☆ No.12  2020 年 10 月 11 日号  
  ┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 
 
＊10 月 10 日（1964 年東京オリンピック開会式の日）は晴れの特異日だと聞いていたのですが、

今年は、東京の近くは台風の影響で雨でしたね。やっと秋らしくなりました。 
 
_/_/_/_/ I N D E X _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 
 
 ・ISO ニュース ……ISO14030-3(タクソノミー)の DIS は否決。 
 ・海外通信……………菅内閣の海外報道（続き） 
 ・イベント……………10 月 15 日(金)AIST 「LCA 活用推進コンソーシアム」設立セミナー 
           10 月 29 日(木)J-SUS「ESG 情報の開示及び ESG 投資動向」 
 ・編集後記……………11 月 3 日が混乱の始まり？ 
 
■■ ISO ニュース  ■■ ━━━━━━━━━━━━━━ 
○ISO14030-3(タクソノミー)の DIS は否決されました。 
タクソノミーは欧州委員会が気候変動の解決のために決めた、それぞれの製品が守らなければ

ならない基準値です。たとえば、自動車では電気自動車は基本的に OK ですが、内燃エンジンの

自動車は 50gCO2/km までを適合とするとしています。また、発電では、再生可能エネルギーは

OK ですが、化石燃料を使う発電の基準はライフサイクルで 100gCO2e/kWh以下となっています。

これらを国際標準規格に書き込もうというのが ISO14030-3 です。 
日本は、世界の各地域の事情があるので基準の数値を書き込むことに反対しました。この意見

はある程度取り入れられ、基準値は規格の本文ではなく情報として Annex に書かれることになり

ました。この（案）を国際標準規格として発行するか 9 月 25 日の締め切りで投票が行われていた

のです。日本は、Annex も削除する方が良いので反対しました。 
その結果、投票権がある 50 カ国中、賛成 21、反対 15、棄権 14 でした。投票した国の 2/3 以

上が賛成しないと可決されませんので、現状の規格（案）は否決されました。日本としては、一

息ついたところですが、問題は、欧州の諸国は日本と同じように反対ですが、その理由が正反対

だということです。つまり、欧州の諸国は、欧州委員会の基準値をちゃんと本文に書き込めとい

うのです。現状の（案）に反対していることは同じなのですが、その理由が全く正反対です。日

本の意見と同様の国と欧州諸国の意見の数は約半々です。 
こうなると、この規格の案をどのように書き換えれば参加国全体の合意が得られるのか、全く

わからなくなりました。私はもう 20 年以上も ISO/TC207[環境マネージメント]の国際標準規格の

作成にエキスパートとして参加してきましたが、発行の一歩手前の DIS の段階で、こんなに意見

が分かれたのは初めての経験です。さて、どうなるか？ 11月 20日にTC207の総会があるので、

それまでに何らかの調整が行われると思います。そのときにまたご報告します。 
 
■■ 海 外 通 信 ■■ ━━━━━━━━━━━━━━ 
前号（9 月 18 日号）で、菅内閣の発足に関して海外ではどのように報道されているか、LCAF

のネットワークの人からの連絡を掲載しました。今回は、その続きとして 9 月 18 日以降に到着し

た情報を掲載します。 
 
------インドネシア--- 
I waited for one week to reply, as I am observing the domestic discussion about this 
topic.  However, over the week, there is no single discussion about the new PM of Japan.  My 
conclusion is that we are always confident of Japanese people decision to select a capable 
leader, and we are confident to continue reading positive news of Japan in dealing with 
various issues, e.g. C19, economy.  We may be little concern about the vaccine arrival in the 
developing countries to the public (not only to the elite few), that will also affect the number of 
people who can travel to attend Tokyo Olympic next year. 
(稲葉) 日本の選択を信頼しているということですが、あまり関心がないのかもしれません。誰が

首相になるかよりも、新型コロナの対策がどうなるかの方が重要だということでしょうか。。。 
 
------中国--- 
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To be honest, I know the news about the new leader, but not pay much attention about the 
messages on TV and newspaper, etc. So here are a couple of news brief from Chinese English 
paper: 
President Xi Jinping sent a congratulatory message to Yoshihide Suga on his election as 

prime minister of Japan on Wednesday, saying the two countries should forge a bilateral 
relationship that is consistent with the needs of the new era and benefits the two nations and 
peoples. (Sep. 17) 
During a news briefing on Wednesday, Foreign Ministry spokesman Wang Wenbin said that 

Beijing approves of recent statements made by Suga to establish stable diplomatic relations 
with neighboring countries including China. 
(稲葉) 中国からは、もっとはっきり「報道機関は関心がないらしい」と言う連絡が来ました。儀

礼的報道がなされただけのようです。 
 
------タイ--- 
Thank you so much for your updated about Japan's situation. Thailand has news about the 
new japan prime minister. Most of the media in Thailand show his background. I haven't 
heard about other analyze in terms of political yet. But sure we hope everything will be ok. 
(稲葉) タイでも政策についての報道はなく、個人的なことの報道だけだったようです。農家の出

身という報道なんでしょうね。 
 
--------------------------- 
(稲葉)  アジアの 3 カ国から遅れて連絡がありましたが、いずれも菅首相の政策には関心がない

ようです。LCAF 通信の前号でも「安倍政権の継続」だけが報道されていることをお伝えしまし

たが、どこの国でも「あまり代わり映えしない」と思われているようです。 
 
■■ イベント    ■■ ━━━━━━━━━━━━━━ 
○産業技術総合研究所の「LCA 活用推進コンソーシアム」の設立セミナー 
「カーボンネットゼロ社会の実現を目指して」 
2020 年 10 月 15 日（木）13 時 30 分～14 時 50 分 オンラインです。 
https://www.aist-riss.jp/idea/lcaconso/establishment-seminar/ 
ご講演は 2 件、いずれも ESG 投資等で話題になることが多い金融と LCA の関係についてです。 
・安井友紀（国連環境計画・金融イニシアティブ） 
・後藤文昭（三井住友信託銀行 経営企画部サステナビリティ推進部 担当部長） 
 
○セミナー：ESG 情報の開示及び ESG 投資動向 
2020 年 10 月 29 日（木）、13 時 30 分～15 時 20 分 オンラインです。 
主催：一般社団法人サステナビリティ情報審査協会 
http://j-sus.org/jsus-seminar202010.html 
ご講演は 2 件、こちらも ESG 投資関係です。 
・小森博司（年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）） 
・水口 剛（高崎経済大学経済学部教授） 
 
■■ 編 集 後 記 ■■ ━━━━━━━━━━━━━━ 
○先日、ある国際的企業の LCA 報告書のクリテカルレビュー委員会の最終報告書の書き方の相談

を国際オンラインで行いました。ボストン・パリ・東京の 3 人がレビュー委員です。3 人だけな

のでついつい雑談になります。ボストンはハーバード大学の先生ですが、彼が今最も心配してい

るのは大統領選だということです。良く聞いて見ると、「どちらが当選しても大きな混乱が始まる

に違いない。。。11 月 3 日は大統領選の終わりの日ではなく、混乱の始まる日だ。。。」と強調して

いました。米国の混乱が世界を混乱させることにならなければよいのですが。。。 
○数年前まで、10 月 10 日の体育の日は、チューリップやムスカリなど春の花の球根を植える日

でした。今年はちょっと前までとても暑かったので、植えるのを躊躇しています。彼岸花もお彼

岸にはさきませんでしたし。。。。それでもやっとコスモスもキンモクセイも咲きました。これから

しばらくは、球根植え、桃、サクランボ、ぶどうの選定と忙しくなります。LCAF 通信を書く時

間がなくなりそうです。 
 
私の興味だけで記事を書いています。感想をお送りください。 
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 (LCAF 理事長 稲葉 敦） 
---------------------------------------------------------------------- 
ご意見,ご感想,本メールマガジンの解除のご連絡はこちらまで 
contact@lcaf.or.jp 
 
---------------------------------------------------------------------- 
一般社団法人 日本 LCA 推進機構 
Japan Life Cycle Assessment Facilitation Centre（LCAF） 
（エルカフと呼んで（読んで）ください） 
〒71-0014 東京都豊島区池袋 2-36-1 
インフィニテイ池袋 8F52 
電子メール：contact@lcaf.or.jp 
URL:https://lcaf.or.jp/  


